
≪記入例≫ 

様式第六（第二十一条の二第一項、第二十三条第一項関係）  
一定の規模以上の土地の形質の変更届出書  

年   月   日   豊 橋 市 長  殿   
住  所  

届出者 氏  名      ① 
（名称及び代表者氏名）  

土壌汚染対策法
第３条第７項

第４条第１項
の規定により、一定の規模以上の土地の形質の変更について、次の

とおり届け出ます。  
土地の形質の変更の対象となる土地の所

在地 ② 豊橋市○○町○○番地 他○○筆 

（別紙のとおり） 

 
土地の形質の変更の場所 ③ 別紙図面のとおり 

土地の形質の変更の対象となる土地の面

積及び当該土地の形質の変更に係る部分

の深さ ④ ○○，○○○㎡ 

最大掘削深度 １ｍ 

土地の形質の変更の着手予定日 ⑤ ○○年○○月○○日 

法第３条第１項の

ただし書の確認を

受けた土地におい

て法第３条第７項

の規定による土地

の形質の変更をす

る場合 工場又は事業場の

名称 ⑥ (株)○○鍍金 

※該当がない場合は斜線を引いてください。 

工場又は事業場の

敷地であった土地

の所在地 豊橋市○○町字○○番地 他○○筆 

（別紙のとおり） 

現に有害物質使用

特定施設等が設置

されている工場又

は事業場の敷地に

おいて法第４条第

１項の規定による

土地の形質の変更

をする場合 有害物質使用特定

施設が設置されて

いる工場又は事業

場の名称 ⑦ (株)○○鍍金 

 

※該当がない場合は斜線を引いてください。 

有害物質使用特定

施設の種類 ⑧ 66 電気めっき施設 

有害物質使用特定

施設の設置場所 ⑨ 別紙図面のとおり 

特定有害物質の種

類 ⑩ 鉛及びその化合物  
備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。   
 

≪添付書類≫           
 

≪記入要領≫ 

① 土地の形質の変更に関する計画の内容を決定する者（通常は発注者）を記入する。 

・土地の所有者等とその土地を借りて開発行為等を行う開発業者等の関係では、開発業者等が該当します。 

・工事の請負の発注者と受注者の関係の場合は、発注者が該当します。 

② 土地の形質の変更を行う場所の番地を全て記入してください。 

 ・複数の地番がある場合は、○○番地 他○○筆（別紙のとおり）とし、一覧表を添付してください。 

  ・一つの番地の土地の一部について、形質の変更を行う場合は、「・・・の番地の一部」と記載し、図面

を添付してください。 

  ・番地が不明確な場合は一定の建物、施設等からの距離及び方向を記載し、図面を添付してください。 

③ 「別紙図面のとおり」とし、掘削部分と盛土部分を区別して明示してください。不明な場合は、全ての

部分を掘削及び盛土部分とすることも可能です。 

④ 土地の形質の変更面積（掘削及び盛土の合計面積）とその深さを記入してください。 

⑤ 土地の形質の変更の着手予定日を記入してください。 

⑥ 土壌汚染対策法第３条第１項のただし書の確認を受けた土地においては、「工場又は事業場の名称」と

「その所在地」を記入してください。 

⑦ 現に有害物質使用特定施設等が設置されている工場又は事業場の敷地である場合、「工場又は事業場の

名称」を記入してください。 

⑧ ⑦の場合、設置されている「有害物質使用特定施設の種類」を記入してください。 

⑨ ⑦の場合、「別紙図面のとおり」とし、「有害物質使用特定施設の設置場所」を明示してください。 

⑩ ⑦の場合、使用している「特定有害物質の種類」を記入してください。 

※届出書の提出にあたり、下記の資料を添付してください。 

１．図面（平面図、立面図及び断面図） 

・土地の形質の変更が行われる範囲を明示してください。 

・掘削部分と盛土部分を区別して明示してください。 

２．土地の形質の変更をしようとする者が当該土地の所有者等でない場合にあっては、登記事項証明

書その他の当該土地の所有者等の所在が明らかとなる書面 

・土地形質変更工事の請負契約書 

・当該請負契約の発注者が当該土地の所有者等であることを証する書類 

（登記事項証明書及び公図の写し）  法 


